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ミュージカル劇団のGAD SMITHさんに来ていただき⾳楽と
お話の講演をしていただきました。
⾳楽のリズムにノッたり、お話を真剣に聞いたりと利⽤者さん
それぞれの楽しみ⽅で過ごされていました。

第 68 号・もくじ
【冬のすごしかたを聞いてみた】
表紙：デイセンターアトム・コスモス
中⾯：デイセンターさくら草（あんくじ/ふたば班）
   デイセンターかりん・デイセンターいぶき
裏表紙：理事⻑より

広報誌の封⼊作業は デイセンターアトム・アトム班が担当していますGAD SMITHさん本当に
ありがとうございました！

歌の演⽬では「この曲知って
る！」と⼤盛り上がり！
朗読劇では皆さんしっかり読み
⼿の⽅の⽅を⾒て話を聞いてい
ました。
普段と違う体験で利⽤者さんも
スタッフも刺激をもらえた1⽇
でした。
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あんくじ班ではクリスマス会と年末にはビンゴ⼤会を⾏ないました。
みんなでケーキ作りを⾏ない、グループごとに好きなようにデコレー
ションをし、楽しみました。
ビンゴ⼤会では、みんなでTV画⾯に何番が映し出されるかドキドキ
しながら楽しみました。それぞれ景品をゲットし⼤盛り上がり!!

ふたば班では、クリスマスイベントとして
みんなで『チョコフォンデュ』をやりました！
いい匂いが部屋いっぱいに⾹り、幸せで温かい気持ち
にもなりました。
かわいいトナカイのカチューシャなどを着けたりして
記念に⼀枚パシャリ!!



ＳＳＴＫ  １９８３年７⽉１９⽇第三種郵便物承認(2)
 202５年  2⽉  2５⽇発⾏ 毎⽉12回 （１と３と５と７のつく⽇)  通巻      8200号

昨年末に利⽤者さんと⼀緒に作ったお正⽉の絵を毎年額に並べ
て“いぶき”のホールに飾っています。
みんなで好きな絵をかいたり⾊を塗ったり…今年はどんな楽し
いことが待っているかな？とワクワクしながら作りました。
今年も素敵な作品がピアノの上に飾られましたので、ぜひ近く
に来た際はお⽴ち寄りください。

今年のサンタ＆トナカイは誰
でしょう？わかった⽅は、
かりんに連絡くださいっ！

と様々でしたが、サンタさんからプレゼントをもらうときにはキラッキラ
の笑顔でプレゼントを受け取っていました。
ケーキの⾷べ⽅もチョコから⾷べたり、⽣クリームにディップして⾷べた
りとみんな個性が出ていました。

今年は24⽇クリスマスイヴにクリスマス会
を⾏いました！
みんなでビンゴゲーム＆カステラケーキを
⾷べました。
ビンゴではすんなり当たる利⽤者さん、中
々当たらずもどかしそうな利⽤者さん…
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年頭の抱負「法⼈の組織固め」
令和7年⺒年になりました。
旧年中は法⼈運営に皆様のご理解とご協⼒を賜り感謝申しあげます。
本年もどうぞよろしくお願い致します。
さて当法⼈は、認可施設になってから20年⽬を迎えます。無認可施設の20年を加えると40年
近くになります。
重い障がいがある⽅を地域で総合的に⽀援するため通所施設、居宅･移動⽀援、グループホーム
、短期⼊所、⽣活⽀援センター・相談⽀援の事業所を開設してきました。
年頭にあたり、本年、法⼈が次のステージに脱⽪していくために取り組む課題について記したい
と思います。
それは「法⼈の組織固め」を進める事です。
昨年、第三者委員会を設置し原因究明を委ねる虐待事案がありました。
まずは利⽤者様に⼼⾝共にご負担をお掛けすることになりましたことを申し訳なく痛恨の極みと
誠実に対応させていただいています。
半年に及ぶ調査から第三者委員会による報告では、利⽤者様の傷は原因不明な部分があるものの
当該職員の故意によるものではないと思われると判断されていました。但し、法⼈としての報告
義務や速やかな対応に⽋けた事が業務上の義務違反と厳しい指摘を受けました。
まずは初動対応に不備があった事、⼀事業所対応になり、法⼈全体での対応がなされていなかっ
たことから組織改善について提⾔を受けました。
これまでも事故等の際は、都度誠実に対応しておりました。その対応のマニュアル化と組織的に
検証する仕組みを定着させていくことが必要だったと反省しています。
事業所が増えてきたなか規模の拡⼤に⾒合ったガバナンスの整えが必要でした。
この度の事案に対する提⾔を法⼈の組織改善を進める契機にさせていただきます。
安⼼安全な利⽤者⽀援を法⼈全事業所と⼀体的に取り組む組織を整えていく年にしていきます。
法⼈には、暮らしの場や通所先を求める声が届いています。
利⽤者ニーズに応える事業所開設も早急な課題です。その事業所を運営する幹部職員の育成も必
要です。⼈材確保が年々難しくなっていきます。仕事も家庭⽣活も両⽴でき、⻑く働いてもらえ
る環境づくりも進めていきます。
その取り組みによって、さらに利⽤者への直接⽀援の充実と利⽤者ニーズに応える事業展開をし
てまいります。
皆様には、本年も⾒守り頂き法⼈運営にご理解とご協⼒をよろしくお願い申しあげます。
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